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市
は
、
平
成
２２
年
度
職
員
採
用
試

験
を
行
い
ま
す
。

【
職
種
と
受
験
資
格
】

事
務
職
員
Ａ
＝
昭
和
６０
年
４
月
２

日
以
降
に
生
ま
れ
た
人

事
務
職
員
Ｂ
＝
昭
和
４５
年
４
月
２

日
以
降
に
生
ま
れ
、
平
成
２２
年
８
月

１
日
現
在
、
民
間
企
業
で
正
社
員
と

し
て
勤
務
し
た
経
験
が
５
年
以
上
あ

る
人保

健
師
＝
昭
和
５８
年
４
月
２
日
以

降
に
生
ま
れ
、
保
健
師
の
免
許
を
有

す
る
人
（
取
得
見
込
み
を
含
む
）

保
育
士
・
幼
稚
園
教
諭
＝
昭
和
５８

年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
、
保
育

士
資
格
と
幼
稚
園
教
諭
免
許
の
両
方

を
有
す
る
人（
取
得
見
込
み
を
含
む
）

【
採
用
人
数
】

事
務
職
員
Ａ
＝
若
干
名

事
務
職
員
Ｂ
＝
若
干
名

保
健
師
＝
若
干
名

保
育
士
・
幼
稚
園
教
諭
＝
若
干
名

【
第
１
次
試
験
日
】

９
月
１９
日
㈰

【
申
込
方
法
】

試
験
案
内
を
十
分
確
認
の
上
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
職
員
課
で
配

布
の
申
込
書
を
書
い
て
、
写
真
（
申

込
前
６
カ
月
以
内
撮
影
、
正
面
・
脱

帽
・
上
半
身
、
縦
４
㎝
×
横
３
㎝
）

を
貼
り
、
受
験
者
本
人
が
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。
郵
送
・
代
理
人
に
よ
る

提
出
は
受
け
付
け
ま
せ
ん

【
申
込
受
付
期
間
】

８
月
９
日
㈪
～
２０
日
㈮
（
土
・
日

曜
日
を
除
く
、
午
前
８
時
３０
分
～
正

午
と
午
後
１
時
～
５
時
１５
分
）

【
採
用
予
定
日
】

平
成
２３
年
４
月
１
日

【
申
込
・
問
合
せ
先
】

職
員
課
（
☎
６４
・
１
３
２
４
）

北
部
ま
つ
り
実
行
委
員
会
は
、
夏
ま

つ
り
を
開
き
ま
す
。

夏
の
夕
暮
れ
の
ひ
と
と
き
、
涼
を
求

め
な
が
ら
、
さ
わ
や
か
な
バ
ン
ド
演
奏

に
耳
を
傾
け
て
み
ま
せ
ん
か
。
家
族
そ

ろ
っ
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時
＝
８
月
２９
日
㈰
午
後
５
時
か
ら

場
所
＝
大
住
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
。

雨
天
の
場
合
は
体
育
館

内
容
＝
▼
演
奏
…
大
住
シ
フ
ォ
ニ
ッ

ク
バ
ン
ド
・
Ｋ
Ｃ
Ｂ
・
大
住
中
学
校
吹

奏
楽
部
・
桃
園
小
学
校
吹
奏
学
部
・
ブ

ラ
ス
ア
ミ
ュ
ー
ズ
▼
人
形
劇
▼
ビ
ン
ゴ

ゲ
ー
ム
・
模
擬
店
な
ど

問
合
せ
先
＝
北
部
ま
つ
り
実
行
委
員

会
（
北
部
住
民
セ
ン
タ
ー
内
、
☎
６３
・

７
９
５
５
）

教育委員会は、「成人のつど
い」の企画・進行スタッフを募
集します。成人のつどいは、成

人式式典後、新成人が中心と
なって行うイベントです。
スタッフが、5回程度の会議

を開き、イベント内容やゲスト
を考え、当日の進行を行います。
一生に一度の思い出を作りませ
んか。
【成人式・成人のつどい】
日時＝平成 23 年 1 月 9 日㈰
午後１時から

対象者＝平成 2 年 4 月 2 日
から同 3 年 4 月 1 日までに生
まれた人
しめきり＝ 9月 10 日㈮
申込・問合せ先＝社会教育課

（☎ 64-1393、メールアドレス
syakyo@kyotanabe.jp）

「
私
た
ち
の
ま
ち
は
、
私

た
ち
で
美
し
く
」
を
モ
ッ

ト
ー
に
活
動
す
る
「
わ
が
ま

ち
“
京
た
な
べ
”
を
美
し

く
す
る
会
」
は
、
親
子
環
境

教
室
と
環
境
問
題
に
取
り
組

ん
で
い
る
施
設
・
事
業
所
の

見
学
会
を
開
き
ま
す
。

【
親
子
環
境
教
室
】

持
続
的
発
展
が
可

能
な
社
会
を
築
く
た

め
に
は
、
一
人
ひ
と
り

が
環
境
に
配
慮
し
た

生
活
を
心
掛
け
る
こ
と
が
大

切
で
す
。
同
教
室
は
、
子
ど

も
た
ち
が
環
境
問
題
へ
の
関

心
を
高
め
る
取
り
組
み
の
一

環
と
し
て
行
い
ま
す

日
時
＝
８
月
２５
日
㈬
午
前

１０
時
～
午
後
３
時

場
所
＝
同
志
社
大
学
京
田

辺
校
地

対
象
＝
市
内
に
在
住
・
通

学
す
る
小
・
中
学
生
と
保
護

者
内
容
＝
▼
リ
サ
イ
ク
ル
工

作
…
ラ
ッ
プ
の
芯
を
使
っ
た

万
華
鏡
作
り
・
牛
乳
パ
ッ
ク

を
使
っ
た
ペ
ン
立
て
と
貯
金

箱
作
り
▼
環
境
ク
イ
ズ
ラ

リ
ー
…
校
内
を
巡
り
な
が
ら

ク
イ
ズ
に
答
え
、
環
境
に
つ

い
て
学
び
ま
す
。
正
答
率
が

上
位
の
人
に
は
プ
レ
ゼ
ン
ト

を
用
意
し
て
い
ま
す

講
師
は
、
同
志
社
大
学
生

で
作
る
環
境
系
サ
ー
ク
ル

「e-cycle

」
の
学
生
。

持
ち
物
＝
ラ
ッ
プ
の
芯
・

乾
か
し
た
切
り
広
げ
て
い
な

い
牛
乳
パ
ッ
ク
（
４
個
）・

昼
食
・
水
筒

募
集
人
数
＝
先
着
３０
組

参
加
費
＝
無
料

大
学
の
施
設
で
食
事
を
す

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

【
見
学
会
】

環
境
美
化
へ
の
認
識
を
新

た
に
す
る
こ
と
で
、
よ
り
一

層
、
快
適
に
暮
ら
す
こ
と
が

で
き
る
き
っ
か
け
づ
く
り
と

し
て
行
い
ま
す

日
時
＝
８
月
３０
日
㈪
午
前

９
時
～
午
後
４
時

対
象
＝
市
内
に
在
住
・
通

勤
・
通
学
す
る
人

内
容
＝
京
セ
ラ
滋
賀
蒲
生

工
場
（
東
近
江
市
、
グ
リ
ー

ン
＆
エ
コ
ガ
ー
デ
ン
・
工
場

内
の
排
水
処
理
方
法
）
と
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
滋
賀
（
甲

賀
市
、
産
業
廃
棄
物
埋

め
立
て
処
理
施
設
）

募
集
人
数
＝
先
着

４０
人参

加
費
＝
５
０
０

円
（
昼
食
代
）

【
受
付
開
始
】

８
月
２
日
㈪

【
申
込
・
問
合
せ
先
】

わ
が
ま
ち
“
京
た
な

べ
”
を
美
し
く
す
る
会
事

務
局
（
市
民
参
画
課
内
、
☎

６４
・
１
３
１
４
）

き
ょ
う
た
な
べ
環
境
市
民
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
と
市
は
、
地
球
温
暖
化

防
止
対
策
に
ゴ
ー
ヤ
の
緑
の
カ
ー
テ

ン
づ
く
り
を
す
す
め
て
い
ま
す
。

５
月
の
育
て
方
の
講
習
会
に
は
多

数
の
人
が
参
加
し
、
市
内
に
緑
の

カ
ー
テ
ン
づ
く
り
が
広
が
っ
て
き
て

い
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
取
り
組
み
で

気
づ
い
た
こ
と
、
観
察
し
た
こ
と
な

ど
の
作
文
・
写
真
・
ス
ケ
ッ
チ
を
募

集
し
ま
す
。

対
象
＝
市
内
に
在
住
・
通
勤
す
る

人
募
集
作
品
・
規
格
＝
▼
作
文
・
ス

ケ
ッ
チ
…
Ａ
３
サ
イ
ズ
ま
で
。
模
造

紙
な
ど
に
ま
と
め
た
作
品
も
可
▼
写

真
…
Ａ
３
サ
イ
ズ
ま
で
。
デ
ジ
タ
ル

写
真
も
可

応
募
方
法
＝
作
品
に
氏
名
・
住
所
・

電
話
番
号
・
学
生
は
学
校
名
と
学
年

を
書
い
て
、
郵
送
・
電
子
メ
ー
ル
ま

た
は
直
接
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

デ
ジ
タ
ル
写
真
の
容
量
は
１
Ｍ
Ｂ
程

度
と
し
ま
す

応
募
作
品
の
版
権
は
市
に
帰
属
す

る
も
の
と
し
ま
す
。

１０
月
に
市
内
公
共
施
設
な
ど
で

展
示
し
ま
す
。

し
め
き
り
＝
８
月
３１
日
㈫（
必
着
）

応
募
・
問
合
せ
先
＝
き
ょ
う

た
な
べ
環
境
市
民
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
事
務
局
（
環
境
課
内
、

〒
６
１
０
・
０
３
９
３
京
田
辺
市
田

辺
８０
、
☎
６４
・
１
３
６
６
、
メ
ー
ル

ア
ド
レ
スkankyo@kyotanabe.

jp

）

１０
月
１
日
、
全
国
一
斉
に
国
勢
調
査
を

行
い
ま
す
。

今
号
の
「
国
勢
調
査
っ
て
な
ぁ
に
」
か
ら

４
回
シ
リ
ー
ズ
で
掲
載
し
ま
す
。

第
２
回
（
９
月
１
日
号
）
＝
平
成
１７
年
国

勢
調
査
の
結
果
か
ら

第
３
回
（
９
月
１５
日
号
）
＝
平
成
２２
年
国

勢
調
査
に
つ
い
て
お
答
え
し
ま
す

第
４
回
（
１０
月
１
日
号
）
＝
調
査
票
の
提

出
を
お
願
い
し
ま
す

国
勢
調
査
に
つ
い
て
、
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
の
セ
ン
サ
ス
く
ん
が
お
答
え
し
ま
す
。

国
勢
調
査
っ
て
何
。

日
本
の
人
口
・
世
帯
の
実
態
を
明
ら

か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
行
わ

れ
る
国
の
最
も
重
要
な
統
計
調
査
で

す
。こ

の
調
査
は
、
国
内
に
住
ん
で
い
る
す
べ
て
の

人
・
世
帯
を
対
象
と
し
て
５
年
ご
と
に
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

ど
ん
な
こ
と
が
分
か
る
の
。

国
勢
調
査
の
結
果
か
ら
、
た
く
さ
ん

の
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
例
え
ば
、
人

口
の
増
減
、
高
齢
化
・
少
子
化
の
状
況
、

家
族
の
構
成
か
ら
未
婚
率
、
外
国
人
人
口
の
増
加

ま
で
幅
広
く
把
握
で
き
ま
す
。

ま
た
、
調
査
結
果
は
、
国
・
都
道
府
県
・
市
区

町
村
が
行
う
事
業
や
、
大
学
・
研
究
機
関
の
研
究

に
と
て
も
役
立
っ
て
い
ま
す
。

調
査
結
果
が
役
立
つ
の
は
ど
ん
な
と

き
。た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
み
な
さ
ん

に
と
っ
て
も
重
要
な
意
味
が
あ
り
ま

す
。

そ
の
理
由
は
、
国
勢
調
査
で
明
ら
か
に
な
っ
た

市
区
町
村
の
人
口
に
応
じ
て
、
国
か
ら
市
区
町
村

に
交
付
金
（
地
方
交
付
税
の
算
定
基
礎
と
し
て
国

勢
調
査
結
果
が
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
）
が
も
ら
え

る
か
ら
で
す
。
市
区
町
村
は
、
こ
の
お
金
を
使
っ

て
、
み
な
さ
ん
が
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
を

し
て
い
ま
す
。

つ
ま
り
、
国
勢
調
査
を
行
う
の
は
、
み
な
さ
ん

の
暮
ら
し
を
よ
り
良
く
す
る
た
め
で
も
あ
り
ま

す
。ま

た
、
企
業
が
こ
の
調
査
結
果
を
利
用
す
る
こ

と
も
多
く
あ
り
ま
す
。
意
外
と
み
な
さ
ん
の
身
近

に
も
、
国
勢
調
査
の
結
果
を
活
用
し
た
も
の
が
あ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

ど
う
し
て
国
勢
調
査
を
す
る
の
。

統
計
法
と
い
う
法
律
に
基
づ
い
て
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
国
の
情
勢

を
知
る
た
め
に
と
て
も
重
要
な
調
査
だ

か
ら
で
す
。

も
し
、
国
勢
調
査
が
行
わ
れ
な
い
と
、
日
本
の

将
来
像
を
描
く
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。
正
確
な
将
来
像
を
描
く
た
め
に
も
、
必
ず

国
勢
調
査
に
ご
回
答
く
だ
さ
い
。

【
こ
ぼ
れ
話
】

国
勢
調
査
は
、
日
本
だ
け
で
な
く
、
諸
外
国
で

も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
国
際
連
合
が

２
０
０
７
年
に
「
２
０
１
０
年
ラ
ウ
ン
ド
世
界
人

口
・
住
宅
セ
ン
サ
ス
計
画
」
を
採
択
し
て
、
世
界

各
国
に
参
加
を
勧
告
し
た
こ
と
も
影
響
し
て
い
ま

す
。平

成
２２
年
５
月
１
日
現
在
、
２
２
３
の
国
や
地

域
が
何
ら
か
の
人
口
調
査
を
行
っ
て
い
る
か
、
今

後
行
う
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】

総
務
室
（
☎
６４
・
１
３
３
７
）

中央図書館に、17 型ワイド液晶画面
を備えた据置型の拡大読書器が導入され
ました（＝写真）。
これは、日本テレビ「24 時間テレビ」
チャリティー委員会が、視覚障がい者支
援などの一環として行う、公立図書館へ
の障がい者サービス用機器の贈呈事業に
より実現したもの。
拡大読書器は、小さな文字や写真を大
きく鮮明に拡大してモニターに表示で
き、弱視の人の読書を手助けしてくれま
す。
このほか、スキャナーで読み取った活
字を音声で再生する活字自動読み上げ
機、デジタル録音図書を聞いたり、録音
したりできるDAISY 再生録音機、大活

字本 15 タイトル 52 冊の寄贈も受けま
した。同館には、約 1,300 タイトルの大
活字本を所蔵していますので、併せてご
利用ください。
問合せ先＝中央図書館（☎ 65-2500）

聴衆を魅了したバンド演奏（昨年の北部夏まつりから）

昨年の環境授業でゴーヤの生育を

観察する児童（普賢寺小学校）


